
○　本校の概要 令和7年3月10日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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２
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し
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す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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２：
60％
以上

１：
60％
未満

児童「学校ふり
返りアンケー

ト」にて、「休み
時間などに体
を動かしてい

る」、
保護者「学校
評価アンケー
ト」にて、「学校
は、児童の体
力向上を目指
した取り組みを
展開している」
の質問に、肯
定的な回答を
した割合８０％

１：
60％
未満

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

1

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

4

　児童アンケート「よさや課題に気付
く」肯定的回答８１．７％・「タブレット
活用」肯定的回答８９．９％であった。
・来年度より始まる区独自教科「おお
たの未来づくり」について、地域課題
を解決する学習を通して、地域にす
すんで関わり、主体的に課題解決し
ようとする資質・能力を育成する。低
学年から、各教科等を通して、創造的
な資質・能力の素地を育成する。
・児童がタブレット端末を使って活用
する能力は、高くなってきた。しかし、
リテラシーについては課題が残るた
め、発達段階に応じた指導計画を再
度確認し、系統的に指導していく。
・各教科等の学習では、振り返りの時
間を通して自分の良さや課題を明確
にし、自分の学びを調整できる児童を
育成していく。
・話合い活動を通して、課題解決力や
合意形成する力を高め、友達と協働
的に学ぶことができるようにする。

・新宿小には、こどもたちに寄り添い保護
者の声、地域の声に耳を傾ける教職員が
多くいる。そのかいあって、保護者も学校
の教育方針に協力する姿勢が多く見受け
られた一年だった。

・英語に拘らず、コミュニケーションが大切
と思うが、シャイな子が多いかもしれないと
思った。
・近年、外国人の編入生も多くなり、様々な
文化も受け入れていく時代になった。一
方、こどもたちは、外国人や様々な考えを
もつ子もいる中で、学校生活を柔軟に受け
入れている。羽田空港のある街「おおた」
の未来は、その柔軟なこどもたちが作り、
受け入れる心がこの街をさらに活性化させ
ていくのだと思う。

・公園などもボール投げ禁止の所が多く、
学校のグランドで思いっきりできるといい。
・こどもたちを、先生達が上手に褒めてあ
げているかどうかがやや心配である。
・芝生のある学校という利点を活かし、転
ぶことやケガを恐れずに元気に過ごしてい
ると思う。運動会等で見るこどもたちの思
い切った走りや表現が、そのことを写し出
している。

児童「学校ふり
返りアンケー

ト」にて、「学習
の振り返りを行
い、自分の良さ
や課題に気付
くことができ

る」・「学校の授
業や家庭学習
で日常的にタ
ブレット端末を
活用している」
の質問に、肯
定的な回答を
した児童の割

合８０％

４：
80％
以上

３：
70％
以上
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２：
60％
以上

１：
60％
未満

４：
80％
以上

４：
80％
以上
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成果
評価

令和６年度　大田区立新宿小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数267名（全１２学級）、教職員（校長・副校長各１、主幹教諭2、指導教諭１、主任教諭5、教諭５、臨時任用教諭2名、養護教諭１）事務１、講師３、主事２ほか
・目指す児童像：子ども同士が学び合う学校・子どもから学ぶ教員・子どもから学ぶ保護者・みんなが自分の成長に気付ける学校
・ICT機器を活用した個別最適な学び・協働的な学びを通して、自ら課題を解決する力の育成に努める。
・校内研究テーマ：「自分の思いや考えを伝え合い、考えを深めたり合意形成をしたりすることができる子の育成」 に努める。
・校内独自の漢字検定や東京ベーシックドリル、算数ステップ学習を活用した「漢字チャレンジ週間」「算数ステップアップ週間」等の取組を通して、基礎・基本の定着を図り、学力の向上に努める。
・恵まれた環境を生かし、地域の中の学校として、地域・保護者との協働による芝生の維持管理や学校支援地域本部との連携による積極的な地域人材の活用を図る。

2

学校関係者記入欄

4

３：
70％
以上

　児童アンケート「住んでいる町はよ
い町である」肯定的回答９１．４％、保
護者アンケート「地域の特色を生かし
ている」肯定的回答８１．４％であっ
た。
・ALTの取り組み（授業や英語カフェ）
や児童との関わり（休み時間に外で
遊ぶなど）がとてもよく、低学年の児
童も、英語でALTに話しかけている姿
が見られる。
・次年度の児童集会では、季節・行事
にちなんだ集会活動に取り組むなど、
日本や外国の文化に親しむ活動を取
り入れる。
・生活科・総合的な学習・「おおたの未
来づくり」を中心に、地域の特色を生
かした学習活動を行う。
・児童会活動や総合的な学習の時間
で、「新宿SDGｓ」に取り組ませ、児童
一人一人が世界が抱える課題につい
て関心がもてるようにする。4

　児童アンケー「体を動かしている」肯
定的回答77％、保護者アンケート「体
力向上の取組を展開している」肯定
的回答９７．２％であった。
・学活の授業の一環として、栄養士と
協力して食育の授業を行う。特活担
当が学級活動の年間指導計画を立
てる際に、食育担当・栄養士と打ち合
わせをして、年間指導計画に食育の
授業を入れる。
・姿勢が悪い児童が目立つ。タブレッ
トを使用する機会が多くなっているか
らこそ、姿勢の見直しについて共通理
解し、全校で指導を徹底していく。ま
た、体育健康教育地区公開講座など
で「姿勢」に関する講師を招き、児童
だけでなく保護者にも啓発していく。
・第６学年児童の中学校授業見学や
部活動体験、保育園児の小学校見
学・交流会で、見通しをもてるような活
動を行っている。今後も、保幼小の打
ち合わせや小中一貫の集まりなど
で、小学校段階での学習の取り組み
を伝えていき、接続をスムーズにす
る。
・持久走の取組などを通して、児童の
体力向上や運動に対する意識の高ま
りが見られた。次年度も持久走大会
を行うとともに、業間運動としての持
久走の取組を計画し、全校で実施し
ていく。また、体つくり運動や器械運
動、ボール運動などの学習とつなげ
て、児童が休み時間に自発的に運動
に取り組むようにしていく。

Ｄ

目標に対する成果指標

3

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

2

2

1

2

④生活科や総合的な学習の時間を中心
に、児童が地域の良さを実感できるような
地域の特色を生かした教育活動を積極的
に取り入れている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

1

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

4

4

1

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

⑤体育の授業や休み時間などを通して、
児童の運動習慣の確立を図っている。

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

1

④児童主体の学びや学習活動の振り返り
を通して、自ら学びを調整しようとする児童
の育成を図っている。

1

1

2

1

1

2

３：
70％
以上

1

２：
60％
以上

児童「学校ふり
返りアンケー

ト」にて、「自分
たちの住んで
いる町はよい
町である」、保
護者「学校評
価アンケート」
にて、「学校

は、地域の特
色を生かした
教育活動を積
極的に行って
いる」質問に、
肯定的な回答
をした割合８

０％



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

・教育委員会をはじめ、地域の声を行政が
すぐに動き実行してくれることがたくさんあ
る。何でもかんでもやってもらうのではな
く、声をあげる時に、あげる側もどのよう
に、なぜ、どうしてほしいのかを上手に伝え
ることで、こどもたちの安全につながる環境
が生まれると思う。

・地域の人々に学校に関心をもってもらっ
たり、様子を知ってもらうことは、行く機会
の多い私たちにもできることで、まわりの人
に見学できるときなど伝えようと思った。ま
た、登校・下校時のこどもたちの見守りに
ついて、近所だけでなくもっと広げようと
思った。
・芝刈りでのこどもたちとのふれあい、展覧
会での感動（こどもたちの笑顔）が目に浮
かんだ。新宿小のこどもが健やかに学び、
成長しているのを強く感じることができ、嬉
しく思う。これらは、教職員の皆様の愛情
あふれるこどもたちとの接し方の表れだと
思う。
・地域との交流の機会を多く作ることがCS
の向上につながると思う。
・芝刈りなどをさらに活用して、８３（ハチサ
ン）運動など地域、保護者、学校の連携を
促進させていきたいと思う。

・新宿小学校には、長く在籍する教職員も
多く、安定している。その一方で、新たな取
り組みを拒む教職員も見受けられる。校
長・副校長が手を合わせ、こどもたちの学
びを進み取り組む一方で、教職員間での
考え方が乖離しているとも感じとれる。保
護者、こどもたちから見れば、先生は先生
という大きな存在であるので、教職員一丸
となり、方向性を合わせ、良い学校にして
いってほしい。

　児童アンケート「授業が分かる」
肯定的回答９３．４％、保護者ア
ンケート「授業の内容がよく分か
るものであったか」肯定的回答９
８．６％であった。
・校内研究会は年６回実施。学年
間で交換授業等をする学年が増
え、教師間の交流が活発化して
いる。互いの授業を見合うこと
で、OJTも進んでいる。次年度
は、各教員が年度当初に研修
テーマを決め、学期ごとにテーマ
別にグループで振り返る時間を
取ったり、研修テーマに合った専
門家を招聘し指導を受けるたりす
ることで、教師の指導力向上を目
指す。
・高学年は教科担任制（理科・社
会・体育など）、中学年は各学期
交換授業（１単元）、低学年は３学
期に交換授業（１単元）を行う。教
師の指導力向上や多面的な児童
理解につなげていく。
・教員支援員やエデュケーション
アシスタントの活用や、ICT活用
によるペーパーレス化などで業務
削減を図り、児童と向き合う時間
や教材研究の時間を確保する。
また、教員自身の心のゆとりの時
間を生かして、スキルアップを目
指す。

4

・異学年交流は、楽しそうですね。思いやり
の心がより生まれそうに思う。
・近頃の児童は、優しいからおおむねいい
と思う。
・総合的に見ても心優しいこどもが多いと
思う。また、困っている子に声を掛ける習
慣は、大人がこどもに声を掛けるほど反映
される。朝の挨拶運動がそれを表してい
る。

　児童アンケート「困っている人に
声を掛けられる」肯定的回答８６．
４％、保護者アンケート「人間性を
育む活動の充実」肯定的回答９
５．２％であった。
・配慮や支援を必要としている児
童に対して、全教職員での共通
理解が不可欠である。今後も、特
別支援教室の教員や心理士など
からも情報共有し対応する。ま
た、前年度からの引継ぎを確実に
行い、切れ目のない指導をする。
・異学年交流は、今年度「新宿ラ
ンド」を復活させた。６年生が意欲
的に計画・運営を行い、どの学年
の児童も楽しく活動できた。今後
は、各学年に応じたねらいを明確
にして、児童一人一人が役割意
識をもって活動に参画できるよう
にする。特活部でふれあい班活
動の年間計画を見直し、時数を
学活で確保し、充実した活動がで
きるようにする。

4

　保護者アンケート「教育活動の
様子を伝えている」肯定的回答９
６．２％であった。
・総合的な取組評価は低いが、保
護者や地域の方々に学校に関心
をもってもらえるように、学校だよ
りや毎日更新しているホームペー
ジで、学校での授業風景や児童
の様子をお知らせできた。また、
まなびポケットでは、各学級担任
が学級の取組も紹介してきた。今
後は、学級差がないように配信し
ていく。
・来年度からの「学校運営協議
会」に向けて、準備を進めてき
た。今後も、事前に行事等をお知
らせをすることで、授業などの協
力を仰ぐ。また、地域には、児童
の登下校中の見守りや放課後の
児童の様子の意見交流なども行
い、安全面・健全育成面での協力
を仰ぐ。

Ｄ

Ｂ 4

Ｄ

児童「学校ふり
返りアンケー

ト」にて、「地震
や火事があっ
たら、どんな行
動をすればい
いか分かる」、
保護者「学校
評価アンケー
ト」にて、「学校
は、安全教育
や防災教育を
積極的に行っ
ている」の質問
に、肯定的な
回答をした割

合８０％

　児童アンケート「災害時に適切
な行動の仕方が分かる」肯定的
回答９６．５％、保護者アンケート
「安全教育・防災教育を行ってい
る」肯定的回答９５．４％であっ
た。
・毎月行う避難訓練を様々な想定
で行っているので、予告なしの訓
練でも児童は自分で判断して正し
い行動ができるようになった。安
全指導や安全点検も定期的に行
い、大きなけがも無かった。今後
も、日頃より安全教育プログラム
にある一言事例を活用し、確実に
指導していく。
・学校の芝の校庭の維持管理に、
放課後の時間を利用して、地域
の方々にも参加していただいた。
「おおたの未来づくり」の学習とも
関連付け、引き続き芝刈りを行っ
ていき、愛校心を育成する。

４：
90％
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4２：
70％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

１：
70％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

３：
80％
以上

３：
80％
以上

Ｃ

４：
90％
以上

４：
90％
以上

Ｃ

1

1

１：
70％
未満

保護者「学校
評価アンケー
ト」にて、「学校
は、日常の教
育活動などに

ついて、ホーム
ページや学校・
学年便り・保護
者会などを通

して、保護者や
地域に教育活
動の様子を伝
えている」の質
問に、肯定的
な回答をした
割合９０％

３：
80％
以上

④ホームページや学校・学年便り・保護者
会などを通して、保護者や地域に教育活
動の様子を伝えている。

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

1

2

1

2

1

Ａ 1
①児童一人ひとりの可能性を引き出す個
別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善を行っている。

④教員は、校内外で研修した内容を共有
するOJT研修等を実施し、授業に生かして
いる。

③安全教育・防犯教育を充実させ、自分で
考えて行動できる児童の育成を図ってい
る。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

④異学年交流や地域の方々との交流を積
極的に行い、児童の豊かな人間性を育む
活動の充実を図っている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童に教員が向き合う時間を確保する等、
ウェルビーイングを高める取組を行ってい
る。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・保護者
が相談しやすい環境を整備し、一人ひとり
の能力や可能性を最大限に伸ばすことを
意図した指導や支援を行っている。

Ｃ

1

4

３：
70％
以上

１：
60％
未満

児童「学校ふり
返りアンケー

ト」にて、「困っ
ている人がい
たら、声を掛け
られる」、保護

者
「学校評価アン
ケート」にて、

「学校は、異学
年交流や地域
の方々との交
流を図る活動
を通して、児童
の豊かな人間
性を育む活動
の充実を図っ
ている」の質問
に、肯定的な
回答をした割

合９０％

Ｂ 1

４：
80％
以上

4

Ａ 4

Ｂ

D

3Ａ

3

2Ｂ

2 2

2

1

Ｄ

Ａ

２：
70％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

1

1

1

Ｃ

児童「学校ふり
返りアンケー

ト」にて、「授業
の内容がよく
分かる」、保護

者
「学校公開時
アンケート」に
て、「児童に

とって、授業の
内容がよく分

かるものであっ
たか」の質問
に、肯定的な
回答をした割

合９０％

２：
60％
以上


